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達成状況 改　　善　　方　　向
自己評価の

適切さ
改善策の適

切さ

総合 A

　「安心して学校生活を送ることができている」の生徒の回答は
87％、一昨年は82％であり５％高くなっている。これはコロナ禍
前の数値と同等である。今年度の生徒回答の13％が学校生活への
安心感が満たされていないと読み取れる。この数値は昨年比４％
減である。少ない割合ではあるが、学校生活の中で安心感を得ら
れる場面を作れた生徒が増えたものと読み取れる。
　「入学する前と比べて友人関係が広がった」の生徒の回答は
81％、「入学する前と比べて活動的になったと思う」の保護者の
回答は79％であった。コロナ禍の制約が残るも通常の学校生活が
戻ってきており、その中での生徒間の交流もおこなわれてきてい
る現れと考えられる。
　引き続き、不安や悩みを抱えた生徒への寄り添いなどにおい
て、より安心感を高める方策を検討し、家庭や校外機関と連携し
た支援の在り方について、次年度への取組に引き継いでいきた
い。

A A

学習 B

　「わかりやすい授業が多い」の生徒の回答が79％であるが、
「多くの生徒が授業内容を理解している」の教職員の回答が67％
であった。また、「授業に出るのが楽しみという科目がある」の
生徒の回答が73％、「授業に出るのを楽しみにしている生徒が多
い」の教職員の回答が58％であった。いずれの比較項目も昨年度
と大きな数値変化はなく、昨年度に変わらず、生徒と教職員の認
識の違いが大きい状況である。
　保護者の学習に関するニーズも「学び直し」（66％）「高い学
力」（56％）と昨年度同様、分散している傾向がみられる。
　基礎基本の定着を目指しながら、生徒の学習ニーズに対応した
授業改善、ICTを活用した授業実践の研究、「指導・学びと評価
の一体化」を踏まえた観点別学習評価の充実など、生徒の学習活
動と学びの意欲の充実に向けた取組を、昨年度に引き続き深めて
いきたい。

A A

・多くの生徒が、授業に出るのが楽しみ
で、わかり易い授業が　多く、授業内容を
理解している。

学校関係者評価者による
意見

・生徒と教職員の認識の差に着目していることは適切であるが、さらに深い分析が必要なのではないか。「授業が楽しい＝理解
できている」とは限らない場合もある。授業(集団の場での学び)と個別学習(ICT機器を活用)でそれぞれより効果的な学習にな
るよう、学ぶ内容や課題を整理したりすることも必要かもしれない。習熟度や学習意欲に合わせた個々に最適な学びと他者と関
わることで深まる協働的な学びの両立に向けて授業等の工夫に引き続き取り組んでいってほしい。
・分かる!楽しい!と感じる生徒が増え、「授業が楽しい!」と先生たちが思えることも大事だと思う。
・教職員の方々がもう少し生徒の内面を見る努力が必要かと思います。表面上はつまらなそうにしていても、実は興味津々で授
業に集中している生徒も多いと思います。他校と違い様々な学力の生徒が混在している中でどこに標準を絞って授業を組み立て
るか苦慮されている教職員の方々の苦労も感じ取れる数字となっているように思いますが生徒を信じ、教職員自身も理解されて
いる、興味を持ってくれていると信じることが必要だと思います。
・教科書の内容に限らず「分からなかったことが分かるようになる喜び」を全ての生徒に提供する方法を探究していただくよう
お願いします。
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学校関係者評価者による
意見

・生徒個々の学校生活への適応の差だけではなく、ここ3年間はコロナ禍も加わり生徒も保護者も大変な状況であったと思われ
る。家庭はもちろん学校も居場所になれるよう安心安全を第一に考えている。高校生の年齢になると家族以上に友人との関係に
拠り所を求める。友人関係の広がりに着目しての評価は適切であると思う。 コロナ禍を経て新たに得た知見を活かしていくこ
とが必要であり、学校は生徒への対応の面で押さえておくべき視点をしっかりと捉えているのではないか。
・安心感と共に落着いた時間を過ごしている生徒の割合も同程度なのか興味のあるところです。なぜ安心して学校生活を送れて
いるのかもう少し掘り下げて調べて生徒のニーズに応えることが必要と考えます。
・安心して通える学校であることは、大通高校にとって最も大切な項目だと思いますので引き続きお願いします。

本校の重点目標

（１）自己を高め、目標に向かって、自己実現を図ることができる生徒を育てる。
（２）意欲・熱意を持って主体的に学習し、興味・関心を深く探究する生徒を育てる。
（３）主体的に自己の生き方や進路について探究し、様々な困難を乗り越える逞しい生徒を育てる。
（４）規範意識を身につけ、勤労を尊ぶ、有為な社会人として自立していける生徒を育てる。
（５）多様な価値観を受容し、他者を認める寛容な心を持ち、豊かな人間関係を築ける生徒を育てる。

本校の経営方針

　教職員は情熱を持ち、信頼される教育者としての使命を自覚し、各種研鑽に努めるとともに、次のことを考慮した経営体制を整える。
（１）ガイダンス機能を充実させ、ＨＲ複数担任制や小グループ担任制をとる。
（２）スクールカウンセラーの配置と各種相談体制を整える。
（３）インターンシップ等を積極的に導入する。
（４）学校行事・部活動等は、三部合同を基本とし、共通の活動時間を確保する。
（５）教育関連施設や家庭・地域等と連携し、双方向の協力体制を確立する。

分　野 評　価　項　目
自　　己　　評　　価 学校関係者評価

・大通高校に入学する前と比べて、安心し
て学校生活を送ることができている。
・高校入学前と比べて、友人関係の広がり
や活動の変化、人間的な成長を感じる。



キャリア
・

進路指導
B

　「目標に向かって挑戦し、主体的に自己の生き方や進路につい
て探究し、豊かな人間関係を築ける生徒を育てる」という重点目
標のもと、「総合的な探究の時間」「キャリア探究」において
様々な取組を行っている。
　インターンシップをはじめ多くの学習活動をコロナ禍の制約が
ありながらもそれ以前前の状況に近い形で実施できている。「授
業や学校行事で聞いた進路について話を参考にする」の生徒の回
答が71％と昨年度と変化はなくコロナ禍前と同等であった。
　生徒のキャリア形成に資する取組として「キャリア探究」等の
学校設定科目を設置している。生徒個々の関心を引くような多様
なプログラムを紹介し履修を促してきているが、その積極的な履
修は一部の生徒に限定されている。
　本校のキャリア教育の内容と効果的な取組について、生徒の
キャリア形成の視点から、生徒の意識づけを一層高め、生き方や
進路についての自己の主体的な探究心をさらに高める方策を検討
し取り組んでいきたいと考えている。

A A

多様な
支援
と

外部連携

B

　例年はドーリ・プレイスや外部講師を招いての多くの取組を
行っているが、コロナ禍の制約がありながらも実施方法を工夫し
行ってきた。「教員以外の外部の人たち接する機会が多い」の生
徒が35％と昨年度と変化は見られない。実施機会も制約を受けな
がらもその機会をより積極的に紹介していきたい。
　「学校で気軽に先生と関わることができる」の生徒が73％、逆
に24％が「できていない」と読み取れる。個別面談などガイダン
ス対応の在り方など生徒支援の対応を検討していきたい。
　「さまざま困難や障がいを抱えた生徒に対するサポート体制が
ある」の保護者は67％であり、昨年度より５％低くなっている。
多様な生徒の本校の支援を理解していただいている方が多いが、
３割の方にもより理解していただくための方策を考えたい。
　また、「保護者や外部の人たちが学校の運営に参加する仕組み
がある」の保護者の回答が55％であり昨年度と変わらないが、一
昨年比20％減となっている。本校での取組について、積極的に発
信し、保護者の皆様に積極的に学校の取組についての協力をお願
いしていきたい。

A B

生徒指導
・

特別教育
活動

B

　「自分の周りには、困ったことや悩み事があるときに相談でき
る大人がいる」の生徒の回答が61％であるが、逆に39％の生徒が
そう思わないと読み取れる。教育相談や支援体制の効果的な対応
について、生徒の安心感を高める方策を検討し実践したい。
　「入学する前と比べて自分が人間的に成長できた」の生徒の回
答が75％で昨年度と同等であった。本校の特別活動や学習活動の
取組と生徒の意識がマッチしている割合は引き続き高いと考えて
いる。
　生徒の学校生活の保護者の回答で「のびのびと自由な学校生
活」91％、「マナーや礼儀を身につけさせる機会」92％といずれ
も高く、双方に保護者のニーズがあると考えられる。
　本校に入学した生徒のさらなる人間的な成長につなげられるよ
う、学習活動や特別活動、キャリア教育等の場面でその視点を取
り入れ、生徒一人一人を大切にした教育活動の充実を図っていき
たいと考えている。

A A

・学校で気軽に先生方と関わることができ
る。また、スクールカウンセラーなど、外
部の人たちと接する機会が多い。
・保護者や外部の人々が、学校運営に参加
する仕組みがある。
・さまざまな困難や障がいを抱えた生徒に
対する、サポート体制がある。また、教員
間で、情報交換がおこなわれている。

学校関係者評価者による
意見

・生徒への支援の方策や情報提供は十分生き渡っているのではないか。学校内でももちろん、学校外でも困ったら誰かに相談で
きるということを引き続き知らせていくことが大切であると思う。また、学校だけでなく家庭も「セーフティ－ネット」の役割
を果たしていけるよう、保護者自身に直接届くような学校の取組や取組の趣旨を伝えていってほしい。
・気軽に関われない3割の生徒は学校生活とリンクしますが、生徒と教職員間の信頼関係が構築されているか否かとい問題だと
思います。保護者に関しては学校に関われる機会を増やすことに尽きると思いますが札幌市全域及び近郊から通学している生徒
も多いので、なかなか学校に足を運べない保護者も多いのも事実です。そのような保護者の為に例えば年2回程度出前でPTAや教
職員が学校の近況や保護者の意見を聞くような機会を作るというのも面白いと思います。保護者の中には生徒のことを学校に丸
投げという方もいるかと思いますが、そのような保護者の対処も検討していかないと思います。
・コロナ禍もあるかも知れませんが、外部機関との連携が以前よりも消極的になっている印象を受けます。

・先生以外のスタッフ（カウンセラーやボ
ランティア等）と関わる機会を多く持てて
いる。さらに充実させる。
・困った時や悩み事があるときに、相談で
きる大人がいる。
・生徒の人間的な成長を感じる。

・生徒が色々な社会体験（ボランティア、
職場体験等）をする機会を増やし、仕事や
社会の仕組みについて学ぶ機会が多い。
・「総合的な探究の時間」「キャリア探
究」など、本校のキャリア教育の内容を理
解している。
・授業や学校行事で聞いた、進路について
の話を参考にしている。

学校関係者評価者による
意見

・学校は、将来の生き方や職業選択について自分で考えていくことができるよう、情報提供をしたり外部の方と関わったりする
場面など多様な機会を作っていると思う。将来に向けての結論はすぐには出ないと思うが　高校生活を通して、自分の得意や好
きなことについて考えたり、何をしている時に自己有用感を感じるのか生徒自身がゆっくりと自身に向き合う時間や場面も保障
していくことも必要なのではないか。
・多くの生徒が今学んでいることが社会のどの場面でどう役立つかわからないのではないかと思います。例えば簿記は経理に役
立つのはもちろんですが営業職も取引先の財務状況を判断するときに簿記の知識が大いに役立ちます。関数も測量を行う際に必
ず使います。ですので、現役の社会人に今の仕事でこんな場面でこの教科がこう役立ったなどを紹介する機会があっても良いと
思います。
・ソクラテスミーティングも大変良い取り組みですが時間が短すぎます。お互いに話ができる状況になった頃に終了となりま
す。もう少し時間をかけて話し合うことができればより良い取り組みになると思います。
・単なる進路・志望校（職種）の選択にとどまることなく、幅広い生き方を模索できるようなダイナミックなキャリア教育をお
願いします。



大通高校として評価を受
けて今後の課題

・コロナ禍の影響が続き、学校教育活動に制約がありながらも、一昨年から「大通高校のオリジナリティ」が発揮できるような
取組を「生徒の学びを止めない」という視点から工夫し、通常に近い学校教育活動に取り組んできている。その取組の中で得ら
れた工夫や改善点は、今後の学校教育活動に生かしながら、より一層の教育活動の効果的な展開を検討していきたい。
・自己評価の達成状況をＡとしている項目は、「必要な生徒が、必要な時に、必要な支援」に対応できるよう、生徒一人一人を
大事にした学校教育の推進、学校生活の安心感を高めるための支援を検討し、新年度の教育計画に反映していきたいと考えてい
る。
・「学習」「多様な支援と外部連携」「生徒指導・特別教育活動」の自己評価の達成状況をＢとした。実践内容によっては、生
徒・保護者・教職員の受止めに違いが見られる。「分からなかったことが分かるようになる喜び」を学教教育の中で生徒と職員
がともに分かち合い、実践したことが生徒と職員とでより充実感を共有できる取組になるよう、次年度に向けての教育活動の構
築に取り組んでいきたい。
・外部や地域、関係機関とともに、「生徒一人一人が大切にされているという実感」が生徒自身がもてるよう、その視点からの
連携に積極的に取り組んでいきたいと考えている。

＜評価＞　A：よく達成されている　　B:ほぼ達成されているが改善も必要　　C:不十分である

学校関係者評価者による
意見

・生徒も保護者も学校生活全般に期待し、また満足感を感じられているのではないか。今後も生徒一人一人に寄り添った指導を
行っていただきたい。また、外部や地域、関係機関とも連携して新たな取組も模索し　特色ある学校運営をこれからも行って
いってほしい。
・本来は家庭で教えないといけないことを学校に求めている保護者が非常に多いと感じます。その中で学校としては生徒を見守
り続けて、決して一人ではないことを生徒それぞれに感じてもらうことが大切です。そこで大切なことは、ただひたすら見守
り、生徒から手を差し伸べてきたときには全力で支えることと私は思います。今後のキーワードは生徒、保護者と教職員ではな
く「人間同士の信頼関係」だと私は思います。
・マナーや礼儀は、むしろアルバイトなど多種多様な役割の大人がいる環境で学ぶことが多いので、あまり先生方が気負いする
ぎることのないよう、お願いします。


